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富山市教育委員会会議録 

令和２年９月定例会 

１ 日  時  令和２年９月３０日(水曜日) 

午後 １時３０分 開会 

午後 ２時００分 閉会 

２ 場  所  議会棟８階 第４委員会室 

３ 出席委員  教 育 長     宮 口 克 志 

委  員     若 林 啓 介 

委  員     藤 井 久 丈 

委  員     尾 畑 納 子 

委  員     高 田   健 

４ 説明のために出席した者 

事務局長               牧 田 栄 一 

事務局次長（総務・社会教育担当）   山 本 貴 俊 

事務局次長（学校教育担当）      大久保 秀 俊 

教育総務課長             石 黒 健 一 

統合校整備等推進室長         豊 島 栄 治 

学校施設課長             佐 伯 誠 司 

学校教育課長             國 香 真紀子 

学校保健課長             長   康 博 

生涯学習課長             金 井   誠 

郷土博物館長             坂 森 幹 浩 

５ 職務のため会議に出席した事務局職員 

教育総務課主幹（課長代理）      中 山 武 史 

教育総務課管理係長          余 川   毅 

教育総務課主任            廣 岡 洋 子 

６ 傍聴人数  ０人 
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７ 付議案件 

（１）議  案 

議案第５６号  富山市立小・中学校の適正規模・適正配置に関する基本的な 

考え方の諮問について 

（２）報告事項 

報告事項３５  「富山市立小・中学校の再編に関する市民アンケート調査」の 

結果概要について 

報告事項３６  義務教育学校の設置等に関する要望書の提出について 

報告事項３７  ９月市議会定例会における質問の概要について 

（３）その他 

その他１５  富山市佐藤記念美術館企画展「東南アジアのやきもの」 

８ 会議の要旨 

【開会】 

[教育長]     開会を宣言する。 

         本日は、委員全員が出席しているため、会議は成立している。 

【前回会議録について】 

[教育長]     ８月教育委員会定例会会議録について意見等を求める。 

[各委員]     （意見なし） 

[教育長]     意見なしのため、前回会議録は承認された。 
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【議案第５６号】 

[教育長]     議案第５６号について事務局から説明を求める。 

[教育総務課長]  （議案第５６号について説明） 

[教育長]     ただ今の件について、質問等あるか。 

[若林委員]    具体的な日程や時間軸についてはこの場で議論されることはない

のか。小・中学生の人数が減っていくということは、今後三十年位

は十分予測できることだと思うが、どの時点でどうするというよ

うな具体的なスケジュールまでは特に諮問では求めないのか。 

[教育総務課長]  「富山市立小・中学校の適正規模・適正配置に関する基本方針」に

基づき、来年度に再編計画を立てることになる。その中で、何年間

で問題を解決するとか、誰を対象にするかということを考えてい

くことになるので、また来年以降にお諮りしたいと思っている。 

[尾畑委員]    諮問事項①～③以外のことは、もし必要となれば④「適正化を進め

る上で考慮すべきこと」を適用して考えていくということでよろ

しいか。 

[教育総務課長]  ①～③で解決できないような課題は④の中で考慮すべきだという

意見が出れば、対応していきたいと考えている。 

[教育長]     採決を行う。議案第５６号について、異議があるか。 

[教育長]     異議なしと認める。よって議案第５６号については原案どおり可

決した。 

【報告事項３５】 

[教育長]     報告事項３５について事務局から説明を求める。 

[教育総務課長]  （報告事項３５について説明） 

[教育長]     ただ今の件について、質問等あるか。 

[藤井委員]    最近、コロナの影響で学校に行けない子どもがインタビューなど

に答えているのを見ると、小学生なのに大人のような発言をしてお

り、しっかりと答えていると感じる。このアンケートは１８歳以上

とあるが、子どもたちへのアンケートもとってはどうか。子どもた

ちがどう考えているのかがわかると面白いのではないかと思う。 

[学校教育課長]  確かに小学生、中学生がアンケートで再編について意見するとい

うのは意義があることだと思う。ただ、それをするためには前提と

して色々な知識を教員側から与えた上で、賛成なり反対なりという

のを考える必要がある。考える材料を与える、または自分で調べて
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も良いと思うのだが、特に小学生においては、ある程度情報収集し

た上で考えないと、何もないところでは主観しか判断できないと思

う。例えば学校の中で、子どもたち同士で情報収集して議論しなが

ら考えるという方法もあるのではないかと思う。 

[藤井委員]    高齢者の方が主観で答えていることもあるかもしれない。少なく

とも、１８歳よりもう少し下の子どもたちの意見を聞いてもいい時

代に来たのではないかと思う。 

[若林委員]    このアンケートは無作為抽出で 5,000 人を選出し、回答率 44.2％

というのが統計学的に十分な数字かどうかはおそらく大丈夫なの

だろうと思うが、どうなのか。また、この中には当然ながら教員も

含まれていると思うが、教える側の意見は聞かなくて良いのかとい

うところも気になる。先ほど、子どもの意見を聞くべきという話が

あったが、教員の意見も聞くべきではないか。教員へのアンケート

など、何か教員側の意見について調べたものはあるのか。 

[学校教育課長]  教員へのアンケートや聞き取り調査は今のところ行っていない。 

[若林委員]    会社の経営者としての観点から見ると、そこで働いている方の意

見を聞くというのはかなり重要だと思うので、ぜひやってみていた

だきたいと思う。 

[尾畑委員]    多様な視点から総合的に判断していくということが大事だと思う

が、回答者の年齢を見ると 60 歳、70 歳がとても多く、少し年齢の

高い人が多い印象である。また、地域のブロック別集計のところで、

回答率 44.2％とあるが、旧市内と旧町村の回答率はどのように

なっているのか。だいたい同じような比率になっているのか。 

[教育総務課長]  無作為抽出をかける際に、地域の人口比例を考慮しているため、回

答率もそれに比例しているものと思っている。 

[尾畑委員]    これはこれで一つの結果だと思うが、回答率が 44%、約半分という

のはデータサイエンス的にはどうなのか。 

[教育総務課長]  半分というのは比較的普通ではないかと思うが、やはり６～７割

ほどの回答であったら、もう少し精度が高いものが作れたとは思う。 

[尾畑委員]    ７割を超えるのは難しいかもしれないが、せめて半分を超えるよ

うな回答率であったら良かったと思う。 

[高田委員]    通学時間について、３０分以内が望ましいという意見が最も多い

ということだったが、通学時間は何分程度が望ましいという基準は

あるのか。 

[教育総務課長]  国が定めている手引きでは、１時間以内が望ましいということに

なっている。 
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[高田委員]    現行の小・中学生の通学時間の平均はどのくらいなのか。 

[学校教育課長]   今、一番遠いところから通っている子どもの通学時間について調

査中である。平均というのは出ないが、一番遠い児童・生徒がどの

くらい時間をかけて、どのような方法で学校に通っているかについ

ては調査をかけているところなので、また回答したいと思う。 

[尾畑委員]    30 分というのは長いかもしれない。60 歳、70 歳代の人にはそれぐ

らい歩くのは普通かもしれないが、今の若い人はもっと短い方が良

いと感じるかもしれない。 

[教育長]     既にスクールバス等を利用しながら通っている児童・生徒がおり、

徒歩や自転車など様々な手段を用いて通学しているため、一概に時

間の長さだけでは測れない部分がある。国では小学校で４ｋｍ、中

学校で６ｋｍという基準を示しているが、地域性もあるため、山手

の方の４ｋｍと平地の所の４ｋｍとでは違うなど、様々な要因もあ

る。そういったことも含めて、小中学校の再編を進める上で配慮す

べきことについて、委員の方からご意見があれば、尊重して考えて

いきたいと思う。 

[尾畑委員]    余談であるが、大学生にアンケートを取った時、やはり通学時間の

長さや利便性の悪さというのが不満に繋がっていくということを

感じた。そのあたりは今後検討される際には十分考えていただきた

い。 

[教育長]     通学は毎日のことであるし、小学生は６年間、中学生は３年間と、

子どもたちには長期に渡る環境になるため、しっかり検討していき

たいと思う。 

【報告事項３６】 

[教育長]     報告事項３６について事務局から説明を求める。 

[教育総務課長]  （報告事項３６について説明） 

[教育長]     ただ今の件について、質問等あるか。 

[若林委員]    要望書を受けたということだが、この先どうするのかは、どのよう

な話になっているのか。 

[牧田事務局長]  議会の方でも、市長や教育長の方から答弁があったが、市長は水橋

の件については自分なりに道筋をつけていきたいと答えており、要

望に対しては前向きな回答であった。教育委員会としても、水橋地

区ということを考えれば、義務教育学校というのは有力な選択肢の
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一つであると考えており、それに向けた検討を進めて行きたいと考

えている。具体的なスケジュールについてはまだ決まっていないが、

そういった方向に向けて進めて行きたいと考えている。 

【報告事項３７】 

[教育長]     報告事項３７について事務局から説明を求める。 

[教育総務課長]  （報告事項３７について説明） 

[教育長]     ただ今の件について、質問等あるか。 

[各委員]     質問等なし。 

【その他】 

[教育長]     その他について事務局から説明を求める。 

[郷土博物館長]  （その他１５について説明） 

[教育長]     ただ今の件について、質問等あるか。 

[各委員]     質問等なし。 

【閉会】 

[教育長]     閉会を宣言する。 


